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「
東
京
都
練
馬
区
が
出
身
で
す
。
高
校
を
卒
業
し
て
、

当
然
、
大
学
に
進
学
し
よ
う
と
し
て
い
た
私
を
観
て
、

父
親
か
ら
『
本
気
で
勉
強
す
る
気
が
な
く
大
学
に
行

っ
て
も
意
味
が
な
い
』
と
言
わ
れ
、
大
学
受
験
を
さ

せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
知
人
の

紹
介
で
Ｏ
Ａ
機
器
メ
ー
カ
ー
の
販
売
会
社
に
入
社
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
進
学
の
夢
は
諦
め
ら
れ
ず
、

東
京
都
内
の
私
立
大
学
に
進
学
し
て
経
営
学
を
学
ん

だ
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
学
ぶ
こ
と
の
面
白
さ
を
知
っ

て
、
最
終
的
に
埼
玉
大
学
大
学
院
経
済
学
専
攻
を
修

了
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
間
、
家
具
大
手
や
水
道
機

器
メ
ー
カ
ー
の
経
営
企
画
や
総
務
・
人
事
を
経
験
し

ま
し
た
」

父
親
が
国
立
千
葉
大
学
の
出
身
。
埼
玉
大
学
大
学

院
に
入
っ
た
の
は
、
父
親
を
超
え
た
い
と
い
う
想
い

が
あ
っ
た
の
か
も
と
振
り
返
る
。
大
学
院
へ
の
進
学

を
考
え
て
い
た
頃
に
、
埼
玉
大
学
大
学
院
が
東
京
駅

に
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
（
現
在
は
神
田
須

田
町
に
移
転
）
を
開
設
し
、
通
い
や
す
か
っ
た
と
い

う
こ
と
も
埼
玉
大
学
大
学
院
を
選
ん
だ
理
由
だ
っ
た
。

「
埼
玉
大
学
大
学
院
で
は
、
章
立
て
に
し
て
モ
ノ
を

考
え
る
起
承
転
結
を
学
ん
だ
こ
と
が
、
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
言
う
と
、
第
一
章
で
目

的
を
明
確
に
し
、
第
二
章
で
事
象
を
発
表
し
て
、
第

三
章
で
具
体
的
な
事
象
を
検
証
し
、
第
四
章
で
結
論

を
出
す
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。
こ
れ
を
学
ん
だ
こ
と

が
、
今
の
会
社
経
営
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
」

自
ら
が
感
じ
た
大
学
院
で
の
勉
強
の
成
果
と
し
て
、

今
の
若
い
人
は
絶
対
に
大
学
院
に
行
く
べ
き
だ
と
中

村
氏
は
力
説
す
る
。

「
日
本
は
学
歴
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
最

終
的
な
目
的
に
達
す
る
た
め
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
け

る
人
が
い
な
い
。
私
は
、
大
学
院
に
通
っ
た
こ
と
で

モ
ノ
の
捉
え
方
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大

学
院
に
通
っ
た
こ
と
が
、
私
の
人
生
を
劇
的
に
変
化

さ
せ
ま
し
た
」

さ
ら
に
中
村
氏
は
、
埼
玉
大
学
大
学
院
で
あ
る
先

生
に
言
わ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
た
。

「
当
時
の
大
学
院
の
先
生
方
は
、
通
商
産
業
省（
現
・

経
済
産
業
省
）
の
役
人
や
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
方
で
し
た
が
、
あ
る
先
生
に

言
わ
れ
て
印
象
深
か
っ
た
事
が
「
新
聞
を
読
む
な
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
記
事
は
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
で
自
分
の
欲
し
い
情
報
だ
け
を
見
て
知
識

を
深
め
る
『
タ
イ
ム
・
イ
ズ
・
マ
ネ
ー
』
が
重
要
だ

と
。
効
率
化
を
図
る
た
め
に
は
、
日
々
の
行
動
が
必

要
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

そ
の
後
、
今
の
仕
事
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
も
な

る
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
Ｃ
Ｏ
Ｏ
と

し
て
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
。
丸
3
年
、
実

質
的
に
経
営
ト
ッ
プ
と
し
て
会
社
を
経
営
す
る
。

「
そ
の
会
社
は
、
株
式
公
開
を
検
討
し
て
い
る
会
社

で
し
た
が
、
会
社
の
代
表
者
で
あ
る
社
長
が
体
調
を

崩
し
て
し
ま
っ
て
、
株
式
公
開
を
諦
め
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
に
、
同
じ
会
社
で
一
緒
に
働

い
て
い
た
3
人
で
、
新
し
い
会
社
を
立
ち
上
げ
よ
う

と
、
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
設
立
し
ま
し

た
。
そ
の
時
、
会
社
設
立
と
同
時
に
名
前
も
ビ
ジ
ネ

ス
名
で
『
中
村
比
呂
志
』
と
し
ま
し
た
」

卒業生インタビュー ㈱エフ・イー・ティーシステム 代表取締役 中村比呂志

1
6
5
0
名
も
の
社
員
を
抱
え

る
「
株
式
会
社
エ
フ
・
イ
ー
・
テ

ィ
ー
シ
ス
テ
ム
」。
2
0
1
9
年

に
1
2
0
億
円
の
売
上
を
見
込
む

こ
の
会
社
は
、
設
立
さ
れ
て
か
ら

わ
ず
か
14
年
足
ら
ず
。
埼
玉
大
学

大
学
院
経
済
学
専
攻
を
修
了
し
た

代
表
取
締
役
の
中
村
比
呂
志
氏

（
本
名
�
中
村
寛
、
56
歳
）
が
、

41
歳
の
時
に
自
ら
立
ち
上
げ
た
会

社
で
あ
る
。
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㈱
エ
フ
・
イ
ー
・
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
と
い
う
今
の

会
社
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
一
つ
の
テ
レ
ビ
番
組
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
と
言
う
。
テ
レ
ビ
東
京
系
の
「
ガ

イ
ア
の
夜
明
け
」
で
、
経
営
の
厳
し
い
ホ
テ
ル
を
再

建
さ
せ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
い
た
知
人

の
手
助
け
が
、
こ
の
会
社
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

「
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
彼
の
と
こ
ろ
に
ホ
テ

ル
の
再
建
依
頼
が
1
0
0
件
を
超
え
た
ん
で
す
。
し

か
し
、
彼
の
メ
イ
ン
の
仕
事
は
ホ
テ
ル
を
再
建
す
る

の
で
は
な
く
、
再
建
を
必
要
と
す
る
ホ
テ
ル
を
紹
介

す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
、
彼
か
ら
私
に
ホ
テ
ル
の

再
建
を
す
る
経
営
の
話
が
入
っ
て
来
た
事
が
、
ホ
テ

ル
業
を
行
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

順
調
に
業
績
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
2
0
2
0
年

に
は
経
営
す
る
ホ
テ
ル
店
舗
数
が
50
店
舗
に
な
る
予

定
で
す
」

今
後
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
に
海
外
展
開
を

目
指
す
中
村
氏
。
仕
事
で
海
外
に
行
く
こ
と
も
多
い

そ
う
だ
が
、
海
外
の
方
か
ら
日
本
の
印
象
に
つ
い
て
、

こ
う
話
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
大
手
企
業
を
経
営
す
る
ト
ッ

プ
の
方
々
に
、『
日
本
は
戦
後
、
素
晴
ら
し
い
経
済

発
展
を
遂
げ
た
が
、
今
の
日
本
に
は
将
来
性
が
無
い

よ
う
に
感
じ
る
。』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
は
伸

び
し
ろ
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
日
本
は
、

戦
後
急
速
に
経
済
成
長
を
遂
げ
、
そ
の
恩
恵
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
て
国
内
で
十
分
な
経
済
活
動
を
行

う
事
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
り

海
外
に
出
る
必
要
性
を
感
じ
ず
、
今
も
日
本
人
は
江

戸
時
代
と
同
じ
鎖
国
状
態
だ
と
思
い
ま
す
。
一
般
的

に
、
い
い
高
校
や
い
い
大
学
、
い
い
会
社
に
行
け
ば

良
か
っ
た
と
い
う
日
本
人

的
な
仕
事
シ
ス
テ
ム
が
最

近
は
崩
壊
し
て
い
る
と
感

じ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、

国
内
で
は
な
く
世
界
で
戦

え
る
日
本
人
を
養
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

㈱
エ
フ
・
イ
ー
・
テ
ィ

ー
シ
ス
テ
ム
は
、
2
0
1

9
年
度
に
57
人
の
新
入
社

員
を
採
用
し
、
そ
の
う
ち

3
分
の
1
が
外
国
人
。
こ

れ
に
は
、
こ
れ
か
ら
世
界

で
戦
っ
て
い
く
上
で
、
あ

る
一
つ
の
理
由
が
あ
る
と

中
村
氏
は
語
る
。

「
日
本
人
は
外
国
人
慣
れ
し
て
い
な
い
の
で
、
一
緒

に
仕
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
国
人
に
慣
れ
る
こ
と

が
、
外
国
人
を
採
用
す
る
第
一
の
目
的
で
す
。
日
本

国
内
で
の
仕
事
で
外
国
人
と
共
に
働
き
、
彼
ら
の
行

動
や
仕
事
に
お
け
る
考
え
方
に
慣
れ
れ
ば
、
海
外
に

出
た
後
も
失
敗
は
大
き
く
減
少
出
来
る
と
思
っ
て
い

ま
す
」

そ
し
て
、
中
村
氏
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
、

埼
玉
大
学
の
学
生
に
向
け
て
一
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

残
し
た
。

「
2
0
3
0
年
に
国
内
70
店
舗
、
海
外
1
3
0
店
舗

の
世
界
2
0
0
店
舗
の
ホ
テ
ル
を
経
営
す
る
こ
と
が

目
標
で
す
。
た
だ
、
そ
の
実
現
に
は
優
秀
な
人
材
が

必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
埼
玉
に
も
店
舗
を
増
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
我
が
母
校
で
あ
る
、
埼
玉

大
学
の
学
生
を
幹
部
候
補
生
と
し
て
、
既
卒
・
新
卒

採
用
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

幼
い
頃
か
ら
正
義
感
が
強
く
、
刑
事
に
な
る
こ
と

が
夢
だ
っ
た
と
い
う
中
村
氏
。
幼
い
頃
に
よ
く
見
た

テ
レ
ビ
も
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
や
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
だ
っ

た
。
子
供
の
頃
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
夢
中
に
な
り
、

東
京
・
練
馬
の
自
宅
か
ら
、
埼
玉
・
秩
父
ま
で
友
達

と
一
緒
に
自
転
車
で
出
か
け
た
経
験
も
。
そ
れ
が
高

じ
て
か
、
現
在
は
、
ス
ー
パ
ー
耐
久
レ
ー
ス
等
、
カ

ー
レ
ー
ス
の
出
場
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

レ
ー
シ
ン
グ
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
う
自
分
の
写
真
を

見
な
が
ら
無
邪
気
に
笑
う
中
村
氏
の
姿
を
見
て
、
こ

ん
な
56
歳
に
な
り
た
い
と
、
41
歳
の
私
は
素
直
に
感

じ
た
。

（
終
）
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埼
玉
大
学
が
1
9
4
9
（
昭
和
24
）
年
に
開
学
し
て
か
ら
、

今
年
（
令
和
元
年
）
で
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
！

経
済
学
部
は
、
開
学
当
初
の
文
理
学
部
か
ら
経
済
短
期
大

学
部
の
設
置
、
経
済
学
部
へ
の
改
組
な
ど
の
変
遷
を
経
て
、

現
在
で
は
1
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
が
産
業
界
・
官
界
・
学

界
等
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

70
周
年
を
記
念
し
て
今
年
度
は
、
公
開
講
座
や
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
、
多
く
の
同
窓
生
の
ご
支

援
に
よ
り
竣
工
を
迎
え
る
「
埼
玉
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
レ
ジ
デ
ン
ス
（
国
際
学
生
寮
）」
の
完
成
披
露
会
な
ど
、

数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
70
周
年
と
い
う

節
目
に
旧
友
と
共
に
母

校
に
集
ま
り
、
在
学
当

時
に
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
親
睦
を
深
め
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

埼
玉
大
学
基
金
は
、
そ
の
目
的

と
し
て
大
学
機
能
の
強
化
に
向
け

た
教
育
・
研
究
・
学
生
支
援
、
国

際
交
流
支
援
、
社
会
連
携
支
援
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
埼
玉
大
学
基
金
内
に

設
立
し
た
特
定
基
金
「
埼
玉
大
学

修
学
サ
ポ
ー
ト
基
金
」
に
よ
り
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
に
困

難
が
あ
る
学
生
に
対
す
る
支
援
を

行
い
ま
す
。

詳
細
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

同
窓
生
の
皆
様
か
ら
の
ご
理
解
ご

支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

埼
玉
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
埼
玉
大
学
へ
の
ご
寄
附
」

（http://www.saitama-u.ac.jp/funds/

）

お
問
い
合
わ
せ
先

〔
埼
玉
大
学
基
金
室

（
広
報
渉
外
室
内
）〕
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保
護
者
向
け
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
開
催

経
和
会
で
は
、
平
成
30
年
11
月

24
日
㈯
、
経
済
学
部
2
、3
年
生

の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
を
経
済
学
部
棟
5
階

で
開
催
し
ま
し
た
。
む
つ
め
祭
開

催
期
間
中
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

全
国
各
地
か
ら
1
5
5
名
（
学
生

65
名
、
保
護
者
90
名
）
が
参
加
し

ま
し
た
。
初
め
に
柳
澤
経
済
学
部

長
、
舘
経
和
会
会
長
よ
り
挨
拶
、

セ
ミ
ナ
ー
で
は
最
近
の
就
職
事
情
、

就
職
活
動
の
流
れ
、
保
護
者
に
期

待
さ
れ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
説
明
、

最
後
に
各
就
職
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
よ

り
感
想
を
述
べ
、
個
別
相
談
も
実

施
し
ま
し
た
。

就
活
直
前
在
学
生（
３
年

生
）向
け
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
開
催

経
和
会
で
は
、
平
成
31
年
2
月

6
日
㈬
、
経
済
学
部
主
催
の
「
経

埼
玉
大
学
基
金
室
よ
り

埼
玉
大
学
基
金
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

70周年記念
ロゴマーク＆
キャッチフレーズ

埼
玉
大
学
創
立
70
周
年

大学のメインストリートではためく
創立70周年記念フラッグ

S
e
m
in
a
r

経済学部の沿革
埼玉大学開学（文理学部、教育学部。
文理学部１０専攻のうち、社会科学系は
法学・政治学専攻、経済学・社会学専攻）
経済短期大学部設置

文理学部文学科内に経済科を設定
文理学部改組（教養学部、経済学部（経
済学科、経営学科）、理工学部設置）
大久保地区へのキャンパス移転完了
経済学部同窓会「経和会」発足
経済学部改組（経済学科、経営学科の
改編、社会環境設計学科新設）
経済短期大学が経済学部に合併し、夜
間主コースを開設
埼玉大学経済学会設立
大学院経済科学研究科設置
東京ステーションカレッジ開設
経済科学研究科経済科学専攻博士課程
設置
経済学部改組（経済学科の１学科・４
メジャー制への移行）
経済科学研究科、文化科学研究科を統
合し、人文社会科学研究科設置

（昭和２４）

（昭和２９）
（昭和３１）

（昭和４０）

（昭和４４）
（昭和５８）

（平成４）

（平成５）
（平成１２）

（平成１４）

（平成２７）

１９４９

１９５４
１９５６

１９６５

１９６９
１９８３

１９９２

１９９３
２０００

２００２

２０１５

創立７０周年記念イベント（主なもの）
イベント名

埼玉大学連続市民講座 part１０「未来を照らす～知の最前線～」
リベラルアーツ連続シンポジウム
埼玉大学吹奏楽部サマーコンサート
埼玉大学ホームカミングデー／国際シンポジウム
インターナショナルレジデンス（国際学生寮）完成披露会
経済学部コミュニティ・カレッジ
埼玉大学 第７０回むつめ祭
“彩の国”市民科学オープンフォーラム
創立７０周年記念式典・祝賀会
教養学部ミュージアム・カレッジ
演奏会「第２０回音楽の贈りもの」

時期・場所
５月２５日～１１月２３日（全６回）
６月２９日（予定）
７月７日

１０月２６日

１１月
１１月１日～３日
１１月９日
１１月２９日
１１月～１２月
１２月２２日

Saitam
a
University

70
thAnniversary

�詳しくは、埼玉大学創立70周年記念ホームページをご覧ください。
http : //www.saitama-u.ac.jp/news_archives/partner_70th/index.html
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その他サービス業 株式会社 Legaseed 1／株式会社TTM 1／
株式会社アイジョブ 1／株式会社エスプール 1／株式会社キクチ
1／株式会社スタッフサービス・ホールディングス 1／株式会社マ
イナビ 1／株式会社木下フレンド 1／警備会社 1／公益財団法人
いきいき埼玉 1
宗教 宗教法人浦和福音自由教会 1
不明 不明 9
医療、福祉 SOMPOケア株式会社 1
運輸業、郵便業 イオングローバルSCM株式会社 1／株式会社
JALスカイ 1／株式会社ホンダロジスティクス 1／株式会社日立
物流 1／東日本旅客鉄道株式会社 2
卸売業 JFE商事株式会社 1／Misumi 株式会社 1／ソフトバン
ク コマース＆サービス株式会社 1／ユアサ商事株式会社 1／伊藤
忠メタルズ株式会社 1／株式会社 LIXIL トータル販売 1／株式会
社ラジオメーター 1／株式会社斎藤英次商店 1／株式会社療食サー
ビス 1／石川株式会社 1
小売業 株式会社アルペン 1／株式会社イオシス 1／株式会社イン
グ 1／株式会社ジーユー 1／株式会社テレコムスクエア 1／株式
会社ファミリーマート 1／株式会社ヤオコー 1
学術研究、専門・技術サービス業 NTTデータマネジメントサービ
ス株式会社 1／デジタルデータソリューション株式会社 1／株式会
社 sizebook 1／株式会社アマナ 1／株式会社船井総合研究所 1
／税理士法人倉持会計 1／税理士法人平成会計社 1／馬場弘昭税理
士事務所 1／野口司法書士・行政書士事務所 1
教育、学習支援業 株式会社学究社 1
金融業 オリックス・クレジット株式会社 1／リコーリース株式会
社 1／岡三証券株式会社 1／株式会社あおぞら銀行 1／株式会社
イオン銀行 2／株式会社オリエントコーポレーション 1／株式会社
ジェーシービー 1／株式会社ジャックス 1／株式会社りそなホール
ディングス 2／株式会社りそな銀行 2／株式会社京葉銀行 1／株
式会社群馬銀行 2／株式会社広島銀行 1／株式会社七十七銀行 1
／株式会社静岡銀行 1／株式会社足利銀行 1／株式会社日本信用情
報機構 1／株式会社日本政策金融公庫 1／株式会社武蔵野銀行 1
／三井住友ファイナンス＆リース株式会社 1／三菱UFJニコス株
式会社 3／三菱UFJ国際投信株式会社 1／出光クレジット株式会
社 1／信金中央金庫 1／全国信用協同組合連合会 1／中央労働金
庫 1／東北労働金庫 1／日本トラスティ・サービス信託銀行株式会
社 2
保険業 MS&AD事務サービス株式会社 1／アフラック生命保険株
式会社 1／オリックス生命保険株式会社 1／ほけんの窓口グループ
株式会社 1／株式会社フィナンシャル・エージェンシー 1／株式会
社ママダ 1／三井住友海上火災保険株式会社 1／損害保険ジャパン
日本興亜株式会社 1／損害保険料率算出機構 1／太陽生命保険株式
会社 2／大樹生命保険株式会社 1／第一生命保険株式会社 1／明
治安田生命保険相互会社 3
建設業 株式会社ケイリンク 1／株式会社奥村組 1／株式会社小川
建設 1／石川建設株式会社 1／有限会社ヤマコウ 1
公務 その他公務 1
国家公務 さいたま地方法務局 2／関東財務局 1／経済産業省関東
経済産業局 1／厚生労働省 1／皇宮護衛官 1／国税専門官 2／国
土交通省九州地方整備局 1／埼玉労働局 1／水戸地方裁判所 1／
前橋地方法務局 1／東京地方検察庁 1
宿泊業、飲食サービス業 元気寿司株式会社 1
情報通信業 AGS株式会社 2／Fringe81株式会社 1／NECソリ
ューションイノベータ株式会社 1／PCI ソリューションズ株式会社

1／Supership ホールディングス株式会社 1／TDCソフト株式
会社 1／TISソリューションリンク株式会社 1／エヌ・ティ・ティ・
コムウェア株式会社 1／コムシス情報システム株式会社 1／コムテ
ック株式会社 1／スミセイ情報システム株式会社 1／テクバン株式
会社 1／テックファームホールディングス株式会社 1／ナガセ情報
開発株式会社 1／ネットワンシステムズ株式会社 1／パーソルプロ
セス＆テクノロジー株式会社 1／ユナイトアンドグロウ株式会社 1
／株式会社 ミカガミ（Mikagami Ltd.） 1／株式会社ARS 1／
株式会社BFT 2／株式会社DYM 1／株式会社 Faber Company
1／株式会社NHKビジネスクリエイト 1／株式会社NHKメディ
アテクノロジー 1／株式会社NIS 1／株式会社NSソリューショ
ンズ東京 1／株式会社NTTデータ・アイ 1／株式会社NTTデー
タビジネスシステムズ 1／株式会社NTTドコモ 1／株式会社
NTT東日本－南関東 1／株式会社Pro-SPIRE 1／株式会社TKC
2／株式会社YSLソリューション 1／株式会社アシスト 1／株
式会社エクストリーム 1／株式会社エデルタ 1／株式会社エフ・エ
ム 1／株式会社オークネット 1／株式会社コムデザイン 1／株式
会社ジェーエムエーシステムズ 1／株式会社シスコン 1／株式会社
スマートテックリクリエ 1／株式会社テクノスジャパン 1／株式会
社テレビ朝日サービス 1／株式会社ネットレックス 1／株式会社ピ
ーアンドアイ 1／株式会社ビジョン 1／株式会社ホロンシステム
1／株式会社ヨコハマシステムズ 1／株式会社河北新報社 1／株式
会社秋田放送 1／株式会社情報システム工学 1／株式会社帝国デー
タバンク 1／株式会社富士通エフサス 1／関電システムソリューシ
ョンズ株式会社 1／日本アイ・ビー・エム・サービス株式会社 1／
日本システムクリエイト株式会社 1／明治安田システム・テクノロ
ジー株式会社 2
生活関連サービス業、娯楽業 TNKトラベル JAPAN 1
製造業 セイコーウオッチ株式会社 1／株式会社Zero-Infinity
Production 1／株式会社オカムラ 1／株式会社カプコン 1／株
式会社平和 1／三井精機工業株式会社 1／株式会社ウテナ 1／株
式会社タイカ 1／株式会社ハーベス 1／日本化薬株式会社 1／ア
サヒビール株式会社 1／プライフーズ株式会社 1／ブルドックソー
ス株式会社 1／株式会社関越物産 1／太陽毛絲紡績株式会社 1／
エス・エス・アルミ株式会社 1／ポーライト株式会社 1／株式会社
井口一世 1／株式会社川金ホールディングス 1／株式会社オーディ
オテクニカ 1／日清紡ホールディングス株式会社 1／マイクロンメ
モリ ジャパン合同会社 1／株式会社 東京精密 1／新光電気工業
株式会社 1／日本航空電子工業株式会社 1／カルソニックカンセイ
株式会社 1／ヤマハモーターエレクトロニクス株式会社 1／三井E
&S造船株式会社 1
地方公務 さいたま市役所15／ふじみ野市役所 1／会津美里町役場
1／岩手県庁 1／久喜市役所 1／江東区役所 1／甲府市役所 1
／高萩市役所 1／佐野市役所 1／埼玉県庁 5／山形県庁 1／焼津
市役所 1／上田市役所 1／静岡県庁 2／船橋市役所 1／帯広市役
所 1／中野区役所 1／土浦市役所 1／東京都庁 1／東京都北区役
所 1／東京都目黒区役所 1／東北財務局 1／栃木県庁 1／栃木市
役所 1／板橋区役所 1／目黒区役所 1
不動産業、物品賃貸業 G-FACTORY株式会社 1／株式会社タカ
ラレーベン 1／三井不動産リアルティ株式会社 1／創建ホームズ株
式会社 1／日本住宅株式会社 1
複合サービス事業 株式会社GOOD·JOB 1／株式会社ネオキャリ
ア 1／株式会社ビケンテクノ 1／全国大学生活協同組合連合会 1
／日本郵便株式会社 1
合計271

済
学
部
・
就
活
セ
ミ
ナ
ー
」
に
協

力
し
て
5
名
の
Ｏ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
講

師
を
派
遣
し
開
催
し
ま
し
た
。（
2
、

3
年
生
約
35
名
が
参
加
）
初
め
に

高
松
先
生
よ
り
挨
拶
、
セ
ミ
ナ
ー

で
は
最
近
の
就
職
事
情
、
就
職
活

動
の
基
本
と
流
れ
、
就
職
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
最

後
に
内
定
を
得
て
い
る
先
輩
か
ら

体
験
談
を
披
露
、
質
疑
応
答
、
個

別
相
談
も
実
施
し
ま
し
た
。

定
例
就
職
相
談
開
催

経
和
会
で
は
、
経
済
学
部
の
協

力
を
得
て
、
平
成
30
年
2
月
よ
り

8
月
ま
で
毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日

に
実
施
し
ま
し
た
。

就
職
相
談
で
は
、
企
業
の
選
び

方
、
志
望
動
機
の
書
き
方
、
模
擬

面
接
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
埼
玉

大
学
就
職
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
経
験
者
、

企
業
で
の
採
用
経
験
の
あ
る
Ｏ
Ｂ

経
和
会
員
等
で
す
。

（
個
別
相
談
は
合
計
33
回
延
べ
50

名
が
参
加
し
ま
し
た
）

平成３１年３月卒の就職状況（平成３１年４月１日現在）
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Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
（
未
開
拓
）
＆
Ｐ
ｉ

ｏ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
（
先
駆
者
）

そ
の
2
つ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
埼
玉
大

学
の
学
生
団
体
Ｆ
Ｐ
﹇
エ
フ
・
ピ
ー
﹈
は

埼
玉
大
学
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

ミ
ス
埼
大
コ
ン
テ
ス
ト
の
運
営
や
フ
リ

ー
ペ
ー
パ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
発
行
、
そ

の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
能
動
的
に

行
動
す
る
埼
大
生
を
生
み
出
し
、
埼
大
生

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
、

そ
ん
な
触
媒
に
な
る
こ
と
が
我
々
の
活
動

で
す
。

例
に
出
す
と
、
全
学
部
合
同
の
新
歓
イ

ベ
ン
ト
。
こ
れ
は
Ｆ
Ｐ
で
し
か
行
っ
て
な

い
学
内
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
毎
年
多

く
の
新
入
生
が
参
加
し
て
く
れ
、
同
学
年

の
友
達
作
り
、
上
級
生
と
の
交
流
も
で
き

る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
に
は

埼
玉
大
学
の
音
楽
系
サ
ー
ク
ル
が
一
堂
に

会
し
、
普
段
で
は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
観
賞
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
そ
の
サ
ー
ク
ル
と
サ
ー
ク
ル

の
い
わ
ば
架
け
橋
的
要
素
を
担
う
の
が

我
々
Ｆ
Ｐ
で
す
。

ま
た
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｃ

Ｅ
の
発
行
に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
記
事

構
成
な
ど
多
く
の
技
術
と
広
い
交
友
関
係

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
自
分

の
思
っ
た
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
表
現

し
て
み
て
は
？
少
し
で
も
気
に
な
っ
た
ら

是
非
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
な
ど
か
ら
連
絡
を

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。ま

た
学
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域

や
社
会
も
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、
そ

の
化
学
反
応
を
何
倍
、
何
十
倍
に
も
大
き

く
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

埼
玉
大
学
を
「
埼
玉
県
の
国
立
大
学
」

の
一
言
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
魅
力
あ
ふ

れ
る
も
の
に
、
そ
こ
に
通
う
埼
大
生
の

日
々
の
生
活
が
潤
い
や
刺
激
の
あ
る
も
の

に
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
私
た
ち
の
使

命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
午

後
6
時
か
ら
学
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
の

で
ど
な
た
で
も
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
埼
玉
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

去
年
も
夏
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
、I

SCREA
M

が
北
浦
和
のK

yara

で
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
は
毎
年
Ｆ
Ｐ
主
催
で
行
わ

れ
、
大
学
内
の
音
楽
系
サ
ー
ク
ル
を
一
同

に
集
め
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
今
年
は

例
年
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
サ
ー
ク
ル

同
士
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
事

を
テ
ー
マ
に
企
画
さ
れ
た
。
ジ
ャ
ズ
サ
ー

ク
ル
が
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
と
、
Ｄ
Ｊ
サ
ー

ク
ル
が
ア
イ
ド
ル
サ
ー
ク
ル
と
、HipH

op

サ
ー
ク
ル
が
バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
と
な
ど
面

白
い
ミ
ッ
ク
ス
が
多
く
み
ら
れ
た
。
曲
選

も
セ
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
、
今
夜
は
ブ
ギ
ー

バ
ッ
ク
に
は
心
が
震
え
た
。
イ
ベ
ン
ト
の

最
後
で
は
全
て
の
サ
ー
ク
ル
か
ら
選
ば
れ

た
精
鋭
た
ち
が
み
ん
な
で
サ
カ
ナ
ク
シ
ョ

ン
の
新
宝
島
を
歌
い
、
観
客
と
共
に
歌
い

最
高
の
締
め
く
く
り
を
む
か
え
終
了
し
た
。

企
画
変
更
や
、
ビ
ラ
配
り
の
成
果
が
あ
り
、

観
客
は
去
年
よ
り
三
割
増
し
に
成
功
、
埼

大
生
の
活
性
化
の
希
望
が
見
え
た
と
思
う
。

今
後
も
サ
ー
ク
ル
同
士
の
活
性
化
、
地
域

と
の
関
わ
り
合
い
、
卒
業
生
と
の
交
流
の

た
め
Ｆ
Ｐ
は
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
続
け
る

よ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
の
彼
ら
の
活
躍
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

む
つ
め
祭

出
店

ガ
ッ
チ
ャ
メ
ン

今
年
の
む
つ
め
祭
で
最
も
売
り
上
げ
が

高
か
っ
た
の
がH

ipH
op

サ
ー
ク
ルY

el-
low

Beats

が
出
店
し
た
ガ
ッ
チ
ャ
メ
ン

だ
。
こ
の
店
で
は
埼
大
通
り
の
人
気
ラ
ー

メ
ン
屋
梵
’s
さ
ん
が
提
供
し
た
自
家
製
麺

を
使
っ
て
塩
、
し
ょ
う
ゆ
の
油
そ
ば
を
4

0
0
円
で
提
供
し
て
い
る
。
今
年
で
四
年

目
の
出
店
で
あ
る
が
人
気
は
爆
発
的
で
、

販
売
開
始
か
ら
終
了
ま
で
長
蛇
の
列
が
で

き
て
い
た
。
味
は
こ
っ
て
り
系
で
あ
る
が

し
つ
こ
く
な
く
、
も
ち
も
ち
の
麺
と
油
が

混
ざ
り
合
っ
て
や
み
つ
き
に
な
る
味
だ
。

今
年
は
人
気
大
食
いY

ouT
uber

ラ

ス
カ
ル
さ
ん
と
ミ
ス
コ
ン
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
5
人
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
初
日
に
開
催
、

内
容
は
ミ
ス
五
人
が
油
そ
ば
を
作
り
、
ラ

ス
カ
ル
さ
ん
と
一
緒
に
食
べ
、
食
レ
ポ
を

す
る
と
い
う
宣
伝
企
画
で
あ
っ
た
。
ラ
ス

カ
ル
さ
ん
は
合
計
2
5
0
0
�
の
量
の
麺

WON学大玉埼学生委員のページ

W
hat’s

FP
?

イ
ベ
ン
ト

IS
C
R
E
A
M

開
催
報
告

第
69
回
む
つ
め
祭
の
開
催
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を
完
食
し
、
観
客
を
圧
巻
し
、
ミ
ス
五
人

は
可
愛
さ
と
華
や
か
さ
で
観
客
を
魅
了
し

た
。
こ
の
効
果
あ
っ
て
か
油
そ
ば
は
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
た
と
い
う
。Y

ouT
uber

が

む
つ
め
祭
を
盛
り
上
げ
る
新
し
い
流
れ
が

で
き
る
兆
し
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
も
思

え
た
。

3
日
目
に
は
ゲ
リ
ラ
パ
ス
タ
が
登
場
。

ゲ
リ
ラ
パ
ス
タ
と
は
毎
週
日
曜
に
梵
’s
さ

ん
の
お
店
を
借
り
て
行
わ
れ
て
い
る
パ
ス

タ
屋
の
事
で
あ
る
。
こ
れ
も
大
い
に
人
気

を
は
く
し
、
油
そ
ば
と
パ
ス
タ
の
両
方
を

頼
ん
で
帰
る
人
も
出
て
き
た
。
ミ
ー
ト
ソ

ー
ス
に
た
く
さ
ん
の
チ
ー
ズ
と
ロ
ー
ス
ト

チ
キ
ン
、
買
わ
ず
に
い
ら
れ
な
く
な
る
の

は
間
違
い
な
い
。

ガ
ッ
チ
ャ
メ
ン
は
計
三
日
間
で
1
4
0

0
杯
も
販
売
す
る
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
。
他
の
サ
ー
ク
ル
で
は
こ
ん
な
こ
と

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
卒
業
生
の
方
々

も
今
年
は
む
つ
め
祭
に
足
を
運
び
、
こ
の

伝
説
級
の
油
そ
ば
を
実
食
し
て
は
い
か
が

で
あ
ろ
う
か
。

む
つ
め
祭
開
催
報
告

2
0
1
8
年
11
月
23

日
か
ら
25
日
ま
で
の
三

日
間
、
第
69
回
む
つ
め

祭
が
開
催
さ
れ
た
。
天

気
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

大
学
構
内
は
地
域
の
方

や
学
生
も
含
め
て
大
い

に
賑
わ
っ
た
。
中
で
も

今
年
は
、
埼
玉
大
学
が

撮
影
舞
台
に
選
ば
れ
た

映
画
「
理
系
が
恋
に
落

ち
た
の
で
証
明
し
て
み

た
」
の
公
開
も
あ
り
、

去
年
よ
り
も
多
く
の
方

が
来
場
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
今

回
の
む
つ
め
祭
で
は
ロ
ゴ
を
作
成
し
て
お

り
、
地
域
と
の
繋
が
り
も
大
切
に
し
て
い

る
む
つ
め
祭
ら
し
さ
を
表
現
し
た
ロ
ゴ
に

な
っ
て
い
る
。
埼
大
生
・
地
域
の
方
々
・

参
加
者
の
方
々
の
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い

る
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
集
め
て
、
最
高
の
Ｍ
Ａ
Ｐ
・

む
つ
め
祭
を
創
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
と

い
う
思
い
か
ら
「
ｏ
ｕ
ｒ

Ｍ
Ａ
Ｐ
ｓ
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
け
た
。
最
近
は
「
平

成
最
後
の
」
と
い
う
言
葉
が
頭
に
つ
く
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、「
平
成
最
後
の
」
む

つ
め
祭
は
最
後
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
盛

り
上
が
り
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
時
代

に
ち
ょ
う
ど
70
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年

で
あ
る
埼
玉
大
学
は
、
常
に
進
化
し
続
け

る
む
つ
め
祭
が
今
年
も
行
わ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８

今
年
で
記
念
す
べ
き
10
回
目
の
開
催
と

な
っ
た
ミ
ス
埼
大
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
8
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
学
内
で
選
ば
れ
た
5

人
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
か
ら
、
一
人
の
グ

ラ
ン
プ
リ
を
決
め
る
大
会
で
あ
る
。
毎
年
、

埼
大
生
の
注
目
を
集
め
る
本
イ
ベ
ン
ト
は

今
回
も
む
つ
め
祭
で
行
わ
れ
た
。
コ
ン
テ

ス
ト
は
二
日
目
の
11
月
24
日
に
行
わ
れ
、

総
合
体
育
館
は
緊
張
と
感
動
に
包
ま
れ
た
。

毎
年
、
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
に

あ
た
っ
て
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
い
る
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
、「
わ
た
し
に
、
夢
中
」

だ
。
ミ
ス
埼
大
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
、
み
て
い
る
人
た
ち
が
夢
中
に
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
、
み
て
い
る
人
の
憧
れ
の

的
に
な
れ
る
よ
う
な
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
を
込
め
こ
の
言
葉

を
テ
ー
マ
と
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
ミ
ス

コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
が
自
分
自
身
の
魅
力
に
気
づ
き
、
自
分

ら
し
さ
を
自
由
に
表
現
で
き
る
こ
と
を
改

め
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
込

め
て
い
る
。
10
回
目
の
今
回
も
ス
ム
ー
ズ

に
進
み
、
観
客
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

協
賛
企
業
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
な
ど
盛
り

上
が
る
内
容
が
多
く
み
ら
れ
た
。
今
回
も

来
場
者
数
は
1
0
0
0
人
を
超
え
、
後
ろ

に
は
立
ち
見
の
観
客
ま
で
現
れ
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
の
来
場
者
を
動
員
で

き
た
の
は
、
5
人
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
達

の
不
断
の
努
力
の
結
晶
だ
と
感
じ
た
。
フ

ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
が
5
月
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
様
々
な
活
動
が
身
を
結
ぶ
瞬
間
は
感

動
そ
の
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
テ
レ
ビ
番
組
の

出
演
も
務
め
る
な
ど
し
て
忙
し
く
、
普
段

か
ら
試
行
錯
誤
し
、
苦
悩
も
多
か
っ
た
と

い
う
。
本
番
前
の
彼
女
た
ち
は
言
葉
に
な

ら
な
い
緊
張
や
不
安
を
募
ら
せ
て
い
た
と

思
う
。
し
か
し
全
力
で
舞
台
に
上
が
り
最

後
の
出
演
を
果
た
す
と
彼
女
た
ち
の
や
り

き
っ
た
顔
を
見
て
、
心
か
ら
「
わ
た
し
に
、

夢
中
」
に
な
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
彼
女
た
ち
の
多
方
面
に
わ
た

る
活
躍
を
祈
っ
て
い
る
。

経和会報 第22号7



第
5
回
を
迎
え
る
経
和
会
サ
ロ
ン
が
、
今

年
2
月
23
日
㈯
、
東
京
駅
か
ら
ア
ク
セ
ス
も

よ
い
、
丸
の
内
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ
ー
本
館
、

opperetta

で
開
催
さ
れ
、
卒
業
生
と
在
校

生
合
わ
せ
て
52
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
経
和
会
サ
ロ
ン
で
は
、
経
済
学
部

を
1
9
9
8
年
に
卒
業
、
日
本
美
食
株
式
会

社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る
董
路
（
ド
ン
・
ル
ー
）
氏

に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。
氏
は
、
日
本

を
こ
れ
か
ら
支
え
る
産
業
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
「
日
本
食
」
に
注

目
、
外
国
人
旅
行
者
が
安
心
し
て
食
事
が
で

き
る
た
め
の
、
情
報
、
予
約
、
そ
し
て
決
済

が
簡
単
に
で
き
る
ア
プ
リ
を
開
発
、
今
も
そ

の
サ
ー
ビ
ス
を
進
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
20
歳

で
中
国
か
ら
来
日
、
日
本
語
習
得
に
苦
労
さ

れ
た
時
代
か
ら
、
若
く
し
起
業
を
し
、
様
々

な
経
験
を
通
じ
て
、
現
在
の
成
功
、
そ
し
て

未
来
へ
の
展
望
を
熱
く
語
る
講
演
は
、
参
加

者
の
心
を
大
い
に
勇
気
づ
け
ま
し
た
。

講
演
の
後
の
懇
親
会
も
、
素
晴
ら
し
い
料

理
も
好
評
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
、

交
流
も
深
ま
り
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

経
和
会
サ
ロ

ン
は
、
今
後

も
定
期
的
に

開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

第第
１１４４
回回

むむ
つつ
めめ
ゴゴ
ルル
フフ
会会
のの
ごご
案案
内内

日
時
�
2
0
1
9
年
10
月
16
日
㈬

会
場
�
大
宮
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

Ｊ
Ｒ
指
扇
駅（
埼
京
・
川
越
線
）

北
口
か
ら
ク
ラ
ブ
バ
ス
運
行

※
ク
ラ
ブ
バ
ス
の
詳
細
は
、
大
宮

国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.okcc.co.jp/

）

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

む
つ
め
ゴ
ル
フ
会
の
情
報
は
、
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
「
埼
玉
大
学
同

窓
会
に
よ
る
む
つ
め
ゴ
ル
フ
会
」
に
随

時
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

埼埼
玉玉
県県
人人
会会

「「IILLoovvee
SSaai it ta am m

a a! !
ffrroomm

TTookkyyoo
22001199

」」

開開
催催
のの
ごご
案案
内内

日
時
�
2
0
1
9
年
8
月
28
日
㈬

18
時
30
分
〜

会
場
�
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
（
東

京
都
豊
島
区
西
池
袋
1
丁
目
6

番
1
号
）

Ｊ
Ｒ
池
袋
駅
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

口
よ
り
徒
歩
1
分

参
加
費
�
6
�
0
0
0
円
（
当
日
ご
持

参
く
だ
さ
い
）

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
埼
玉
県
人
会

事
務
局
（
0
3
―
3
8
3
4
―
2
0
9

1
、
月
・
木
曜
10
〜
16
時
）
に
ご
連
絡

い
た
だ
き
、「
埼
玉
大
学
同
窓
会
で
参

加
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

平
成
３０
年
度

優
秀
卒
業
論
文
表
彰

最
優
秀
卒
業
論
文

牛
窪

早
紀
（
金
井
ゼ
ミ
）

家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
見
た

女
性
の
「
雇
わ
れ
る
働
き
方
」「
雇

わ
れ
な
い
働
き
方
」

優
秀
卒
業
論
文

國
府
田

彩
（
内
田
ゼ
ミ
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ル
シ
ェ
は
地

域
活
性
化
に
寄
与
す
る
か：

鳩
山

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
事
例
と
し
て

小
林

亨
（
川
又
ゼ
ミ
）

司
法
に
よ
る
生
存
権
の
実
効
的
な

救
済
の
方
法
の
検
討

立
澤

直
也
（
遠
藤
ゼ
ミ
、
副
指
導

：
Tim
othy

B
olt

）

Expansion
ofInform

alEcon-
om
y
in
Tanzania

and
its
In-

ternalStratification

第第
５５
回回経経

和和
会会
ササ
ロロ
ンン
報報
告告

令和元年度 経和会総会のご案内
日
時

総

会
�
令
和
元
年
7
月
6
日
㈯

午
後
1
時
か
ら

講

演
�
同
、
午
後
2
時
か
ら

懇
親
会
�
同
、
午
後
3
時
30
分
か

ら

場
所

総
会
・
講
演
会
�
埼
玉
大
学
経
済

学
部
Ａ
棟
5
0
4
教
室

懇
親
会
�
バ
ル
・
メ
リ
ン
の
森

（
大
学
第
二
生
協
内
）

講
演
会

講
師
�
加
藤

和
男
氏

（
埼
玉
県
産
業
労
働
部
長
）

懇
親
会
会
費

3
�
0
0
0
円

（
現
役
学
生
・
院
生
は
無
料
で

す
）

交
通
手
段

�
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線「
北
浦
和
駅
」

よ
り
、
埼
玉
大
学
行
き
バ
ス
乗

車
15
分
程
度

�
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
「
南
与
野
駅
」
よ

り
、
埼
玉
大
学
行
き
バ
ス
乗
車

10
分
程
度

�
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
「
南
与
野
駅
」
よ

り
、
タ
ク
シ
ー
乗
車
で
料
金
千

円
程
度

出
席6

月
19
日
㈮
ま
で
に
、
下
記
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
に
よ
り
電
子
メ
ー

ル
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

送信先メールアドレス：keiwakai@gr.saitama-u.ac.jp メールタイトル：経和会総会出欠2019
メール本文に下記事項を「 ，（半角カンマ）」で区切って送信してください。
卒業年，氏名，総会出欠，懇親会出欠，メールアドレス，ゼミ名，備考
（例） H2年，埼玉 太郎，総会○，懇親会×，staro@?????.ne.jp，△△ゼミ，（備考空欄可）

（なお、メール送信ができない方は、お手数ですが別途ハガキをご用意いただき、「〒338－8570 埼玉県さいた
ま市桜区下大久保255 埼玉大学教育機構棟 同窓会事務室気付 経和会」あてにご郵送ください。）
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